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総合調整会議（２０１８．８．１） 

○日 時 ： 平成３０年８月１日（水） 午前９時３０分～午前１０時３０分 

○場 所 ： 栗東市役所３階談話室 

○出席者 ： 市長、副市長、教育長、部長等 

 

＜会議内容＞ 

１．市長の指示事項 

 市長からの指示 

・さわやかあいさつ運動が職員に広がるために、各部長が率先して取り組むようお願いする。 

・児童館の件について、今後どのように組み立てていくかを今日中に相談したい。 

・本市の要望を実現させるために、自分の部署だけではなく、関係する部署とも連携して要望活

動すること。 

・ふるさと納税に協力いただいたことに感謝する。ぜひ継続して周知いただきたい。 

・暑い時期となるので、体調に留意するとともに、職員へ声掛けをお願いする。 

・信用は一瞬で失う可能性があることを再認識して業務を行うこと。 

 

２．報告事項 

【案件名】指定管理者の募集について（老人福祉センター・身体障がい者デイサービス施設） 

→ 福祉部長から説明 

・老人福祉センター３施設・身体障がい者デイサービス施設について、平成３１年４月から平成

３６年３月までの５年間を期間とし、指定管理者を公募することについて報告する。 

 

区分：了 解 

 

【案件名】ふるさとりっとう応援寄附の取り組み見直しについて 

→ 市民政策部政策監、元気創造政策課長から説明 

・ふるさと寄附制度のより一層の充実を図るために、平成３０年９月１日より記念品の更なる充

実を行うことについて報告する。 

 

区分：了 解 

 

【案件名】栗東市災害廃棄物処理計画の策定について 
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→ 環境経済部長から説明 

・将来起こりうる大規模災害に伴う災害廃棄物の発生に備えるため、「栗東市災害廃棄物処理計

画」を策定することについて報告する。 

・災害廃棄物は一般廃棄物であり、市町の責任のもと処理することとなるため、本計画は、災害

廃棄物の処理を適正かつ迅速に行うことで、市民の生活環境の保全および公衆衛生上の支障の

防止を図るとともに、早期の復旧・復興に資することを目的とし、発災後に必要となる対策や

手順、役割等をあらかじめ想定するものである。 

・県内では、平成２９年度に滋賀県と大津市が策定しており、平成３０年度に彦根市、草津市、

近江八幡市、栗東市が策定予定である。 

・本計画は、環境省「災害廃棄物対策指針」の内容を踏まえて策定し、滋賀県災害廃棄物処理計

画、栗東市地域防災計画、栗東市一般廃棄物処理基本計画と整合がとれた具体的かつ実効性の

高いものとする。 

・大規模災害が発災後した場合、本計画に基づき具体的な処理の実行計画を策定するものとする。 

・計画期間は特に定めず、毎年度計画の内容を点検し、必要な場合に見直しを行うものとする。 

・今後、議会への説明や環境審議会、パブリックコメント等を経て、平成３１年３月の策定を目

指す。 

 

区分：了 解 

 

【案件名】空家等対策に係る計画策定・条例制定等について 

→ 建設部長、住宅課長から説明 

・空家等対策に係る計画の策定および条例の制定の取り組みについて報告する。 

 

区分：了 解 

 

【案件名】栗東市野尻地先における都市計画法第 34条第 11号に適合する指定区域について 

→ 建設部長、住宅課長から説明 

・野尻地先における市街化調整区域について、野尻自治会より区域指定の確認書が提出されたの

で、都市計画法第３４条第１１号に適合する区域として指定することについて報告する。 

・現在、当該区域は市街化調整区域に位置しており、住宅建築は農家用住宅や分化住宅に限られ

ているが、市街化区域と一体的な日常生活圏を構成していると認められる都市計画法第３４条

第１１号の許可基準に適合する指定区域内となれば、自己居住用の一戸建て専用住宅および店

舗兼併用住宅が建築可能となる。 

・今後、都市計画審議会への意見徴収、市議会への報告を経て、平成３０年１０月に区域指定を
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告示する。 

 

区分：了 解 

 

【案件名】（新）栗東市立学校給食共同調理場竣工式等について 

→ 教育部長から説明 

・栗東市高野地先にて施設開所の準備を進めている（新）栗東市立学校給食共同調理場について、

平成３０年８月上旬に工事が完成することから、竣工式を行うことについて報告する。 

・竣工式は、平成３０年８月２９日（水）午前１０時から１２時３０分まで、（新）栗東市立学

校給食共同調理場にて行う。 

・今後、事務所機能を新施設に移し、９月から中学校給食を再開する。 

 

区分：了 解 

 

３．閉会 

副市長からの挨拶 

・先日の台風は、本市には結果的に大きな被害がなかっただけであり、実際の風雨はニュースの

予報とは異なるので、事が大きくなってから対応するようではこれからの自然災害には対応で

きない。したがって、３時間おきに調整会議を開催したことは的確な判断であったと思う。台

風への対応大変お疲れ様でした。 

 

以上 


